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社会福祉法人　三田福祉会

令和元年度事業報告書

1.　法人事業の理念

　（Ⅰ）多様な福祉サービスがその利用者の意向を尊重して総合的に提供されるよう

　　　　創意工夫することにより、利用者が、個人の尊重を保持しつつ、自立した生

　　　　活を地域社会において営むことが出来るよう支援する事を目的とする。
　（Ⅱ）社会福祉事業の主たる担い手としてふさわしい事業を確実、効果的かつ適正

　　　　に行う為、自主的にその経営基盤の強化を図るとともに、その提供する福祉

　　　　サ－ビスの質の向上並びに事業経営の透明性の確保を図り、もって地域福祉

　　　　の推進に努めるものとする。

2.　法人事業の基本方針

　（Ⅰ）常に専門的な役割と使命感を自覚し、利用者の自立と自己実現のために寄り

　　　　添い、必要な支援を実施します。

　　　
　　　1.利用者の方の尊厳を尊重した支援。

　　　2.個人ひとりにあった個別的な支援。

　　　3.自ら選び、自ら決定できる利用者本位の支援。

　　　4.社会の一員として地域の中で暮らせる支援。

3.　事業運営

　

　（1）介護老人福祉施設　　　　　　特別養護老人ホーム　すこやかの運営

　（2）短期入所生活介護　　　　　　　　　　〃　　　　　すこやかの運営

　（3）老人通所サービス　　　　　　デイサービス　　　　すこやかの運営

　（4）認知症対応型共同生活施設　　グループホーム　　　すこやかの運営

4.　元年度施策

　（1）経営組織の強化

　　　　①評議員会・理事会の開催と運営。
　　　　②利用者の高齢化への対応策（数年先を見据えた計画案）

　（2）法人としての理念・基本方針の周知徹底。

　　　　①職員への周知（内部研修実施）

　　　　②関係法令及び定款の遵守
　（3）　利用者支援

　　　　①利用者の権利擁護の堅持

　　　　②各種行事の充実

　　　　③防災訓練（火災・土砂災害・洪水等）の実施

　　　　　避難確保計画の実施

　　　　④健康管理

　（4）　人事管理の充実

　　　　①求人対策の継続及び定着率の向上

　　　　　通年募集・職員勤務条件の改善

　　　　②個人情報保護対策の強化

　　　　③中堅職員の育成及び研修等への参加の強化

　　　　④職員の勤務労働条件適正化
　　　　⑤働き方改革への適応

　（5）　財務管理

　　　　①会計処理の適正化

　　　　②新会系基準による会計処理

　　　　③契約の透明性

　（6）　事業経営の透明性の確保

　　　　①ホームページ等による公表

　　　　②役員報酬等の公表

　　　　③内部留保の明確化

　　　　　事業継続財産の算定及び社会福祉充実残額の確認

　　　　④社会福祉充実計画の策定

特別養護老人ホーム　すこやか
（介護老人福祉施設）

1. 特別養護老人ホームすこやかの取組
〇利用者の生活リズムを尊重したユニットケアの構築、地域や家庭との結びつきを重視し、関係市町村、地域の保険・医療・福祉サービスとの密接な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めました。
今年度は、夏場の猛暑や、断水、そして新型コロナウイルスもあり、利用者・職員の体調管理に苦心しました。特に2月からのコロナウイルスにより、家族さんの面会も含め、自粛せざるを得ない状況となりました。次年度に向け、感染症対策を中心に備蓄用品も含め、準備対策を強化していきます。
（次年度早々に緊急事態宣言下にどのような対策を取っていくかが大きな課題となります。）
〇今年度は高卒新人1名を採用できましたが、次に繋がる新人の採用には至りませんでした。昨年までと同様にマンパワー不足は続いています。人材確保に向け、努力してまいります。
2.日課（1日のスケジュール等）

　例年通りの利用者の意向に沿うケアが実施できた。しかしながら、新型コロナウイルスの流行により、2月以降は、利用者さんの個別ニーズに対応しきれなかった一面があり、次年度に向け、施設対応の強化を図る。
	時　間
	項　目

	6時30分
	起床・更衣・整容

	７時30分
	朝食

	９時00分
	口腔ケア

	９時30分
	排泄

	10時00分
	水分補給・余暇活動

	11時30分
	昼食

	13時00分
	口腔ケア

	13時30分
	排泄

	14時00分
	余暇活動（レクレーション等）

入浴（個別に週2回のご入浴）

	14時30分
	おやつ・水分補給

	16時00分
	排泄

	17時30分
	夕食

	18時30分
	口腔ケア

	19時00分
	更衣

	21時00分
	消灯

	0時00分
	排泄介助

	3時～6時
	排泄介助随時


具体的な取り組み内容

	項　目
	内　容

	起床
	利用者さんの生活リズムを維持できた。

	更衣・整容
	個別対応を維持できた。

	食事
	食事の提供は身体状況等、嗜好等を考慮し、対応できた。

	おやつ
	食事提供同様に対応できた。

	入浴
	週２回の提供はできたが、年末年始において機械浴の特殊浴槽の修理、交換があり、利用者さんには満足度という点では、不満が残った。

	排泄
	利用者さんの排泄リズムを把握し、個別対応ができた。

	余暇活動
	例年同様、季節感を感じていただけた。

	口腔ケア
	歯科医師・歯科衛生士より定期的に指導を受け、利用者さんの口腔内を清潔に保てるようできた。


　

3.施設行事

　季節ごとの行事を開催し、五感で楽しんで頂けた。
	時期
	イベント
	内容等

	4/4.5
	お花見
	敷地内の桜を観賞し、記念撮影実施。喜んでいただけた。

	5/5
	端午の節句
	食事内容にプラスして季節感を楽しんでいただけた。

	6/6.7
	田植え見学
	外出（散歩）をしながら季節感を感じていただけた。

	7/7
7/8
	七夕
夏祭り
	願いを短冊に書き、地域と連携し笹焼きに参加する。
利用者・家族・地域住民参加で、ゲーム・模擬店・花火等を楽しんいただけた。

	915
	軽老の日

	ボランティアさんによる慰問を受入、毎年異なった演芸を披露して頂き、楽しんで頂けた

	10/31
	地域交流会
	三田小学校との交流会を実施、利用者全員の笑顔が素敵な１日となった。


	12/22.24
	クリスマス
	お鍋・寿司・ケーキ・フルーツ・ジュース等家庭にいるような雰囲気で、楽しんで頂けた。

	1/1.2.3
	新年書き初め


	新年の目標を書き初めで（職員介助も含む）楽しめた。
次年度は趣向を変えて楽しみたい。

	2/4
	節分
	豆まきを実施し、季節感を感じていただけた。

	3/3
	桃の節句
	食事内容にプラスして季節感を楽しんでいただけた。


＊毎月、誕生日の利用者さんには、誕生日ケーキを提供し各ユニットで誕生日会を楽しんで頂く。又、カラオケ機材の新調により月一回程度のカラオケ大会も実施でき、楽しんでいただけた。
4.職員会議・研修

	会議名
	内容
	頻度
	参加者

	入所検討委員会
	新規申込の受入の可否検討
	随時
	施設長・各専門職

	ケアカンファレンス
	介護サービス提供にあたり職員間の情報共有・問題解決等の検討を行います。
	随時
	各専門職・居室担当

	ユニット会議
	施設内での問題共有・検討。
	随時
	施設長・各専門職

	全体会議
	施設全体での問題・課台共有
	月1回
	全員（夜勤以外）

	褥瘡予防委員会
	褥瘡予防の情報共有・検討
	月1回
	各専門職・担当委員

	安全対策委員会
	事故に関する問題共有・検討
	月1回
	各専門職・担当委員

	身体拘束委員会
	身体拘束の問題共有・検討
	月1回
	各専門職・担当委員

	感染予防委員会
	感染症に関する問題共有・検討
	月1回
	各専門職・担当委員

	給食会議
	献立・検食簿に関する問題共有・検討。季節メニューの検討。
	月1回
	委託事業者・施設長・各ユニット委員


	時期
	研修名
	研修内容

	4月
	介護職員基礎研修

新人職員研修
	社会人としてのマナーや、仕事への取り組み姿勢や介護スキルの習得。

	5月
	感染症予防研修
	疥癬についての基本知識習得。

	6月
	褥瘡予防研修

	褥創についての知識を学び、体位交換・洗浄方法についての認識。

	7月
	事故発生予防研修
	H28年度事故報告書を基に今年度の事故予防研修。

	9月
	看取り介護研修
避難訓練
	終末ケアの在り方・ステップを踏んでのケアの見直し方法等、看取りの流れを研修する。

	10月
	介護職員基礎研修

新人職員研修
	社会人としてのマナーや、仕事への取り組み姿勢や介護スキルの習得。

	11月
	感染予防研修
	ノロウイルス・インフルエンザ等の流行時期に向けて感染等の一連の知識の習得

	2月
	事故発生予防研修
	今年度の事故報告書を基に研修。

	3月
	褥瘡予防研修
避難訓練
	褥創についての知識を学び、体位交換・洗浄方法についての認識。


5.　予算に関する取り組み

　取り扱い物品・消耗品等の見直しを一昨年から定期的に行ってきた。適切な使用料を継続でき、全職員の意識も継続していきたい。また、物品破損においても、上記の物品同様、継続していく。
＊２月から新型コロナウイルスにより、自粛が継続している。今回改めて、衛生物品等の保管についても問題点（マスク・消毒液等の在庫不足）が出てきているので、早急に次年度に向け態勢も含め緊急課題として取り組んでいく。

特別養護老人ホーム　すこやか
（短期入所生活介護）

1特別養護老人ホームすこやかの取組
〇利用者の生活リズムを尊重したユニットケアの構築、地域や家庭との結びつきを重視し、関係市町村、地域の保険・医療・福祉サービスとの密接な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めました。
今年度は、夏場の猛暑や、断水、そして新型コロナウイルスもあり、利用者・職員の体調管理に苦心しました。特に2月からのコロナウイルスにより、家族さんの面会も含め、自粛せざるを得ない状況となりました。次年度に向け、感染対策を中心に備蓄用品も含め、準備対策を強化していきます。
次年度早々に緊急事態宣言下にどのような対策を取っていくかが大きな課題となります。
〇今年度は高卒新人1名を採用できましたが、次に繋がる新人の採用には至りませんでした。昨年までと同様にマンパワー不足は続いています。人材確保に向け、努力してまいります。

2.日課（1日のスケジュール等）

　例年通りの利用者の意向に沿うケアが実施できた。しかしながら、新型コロナウイルスの流行により、2月以降は、利用者さんの個別ニーズに対応しきれなかった一面があり、次年度に向け、施設対応の強化を図る。
	時　間
	項　目

	6時30分
	起床・更衣・整容

	７時30分
	朝食

	９時00分
	口腔ケア

	９時30分
	排泄

	10時00分
	水分補給・余暇活動

	11時30分
	昼食

	13時00分
	口腔ケア

	13時30分
	排泄

	14時00分
	余暇活動（レクレーション等）

入浴（個別に週2回のご入浴）

	14時30分
	おやつ・水分補給

	16時00分
	排泄

	17時30分
	夕食

	18時30分
	口腔ケア

	19時00分
	更衣

	21時00分
	消灯

	0時00分
	排泄介助

	3時～6時
	排泄介助随時


具体的な取り組み内容

	項　目
	内　容

	起床
	利用者さんの生活リズムを維持できた。

	更衣・整容
	個別対応を維持できた。

	食事
	食事の提供は身体状況等、嗜好等を考慮し、対応できた。

	おやつ
	食事提供同様に対応できた。

	入浴
	週２回の提供はできたが、年末年始において機械浴の特殊浴槽の修理、交換があり、利用者さんには満足度という点では、不満が残った。

	排泄
	利用者さんの排泄リズムを把握し、個別対応ができた。

	余暇活動
	例年同様、季節感を感じていただけた。

	口腔ケア
	歯科医師・歯科衛生士より定期的に指導を受け、利用者さんの口腔内を清潔に保てるようできた。


　

3.施設行事

　季節ごとの行事を開催し、五感で楽しんで頂けた。
	時期
	イベント
	内容等

	4/4.5
	お花見
	敷地内の桜を観賞し、記念撮影実施。喜んでいただけた。

	5/5
	端午の節句
	食事内容にプラスして季節感を楽しんでいただけた。

	6/6.7
	田植え見学
	外出（散歩）をしながら季節感を感じていただけた。

	7/7

7/8
	七夕

夏祭り
	願いを短冊に書き、地域と連携し笹焼きに参加する。

利用者・家族・地域住民参加で、ゲーム・模擬店・花火等を楽しんいただけた。

	915
	軽老の日

	ボランティアさんによる慰問を受入、毎年異なった演芸を披露して頂き、楽しんで頂けた

	10/31
	地域交流会
	三田小学校との交流会を実施、利用者全員の笑顔が素敵な１日となった。


	12/22.24
	クリスマス
	お鍋・寿司・ケーキ・フルーツ・ジュース等家庭にいるような雰囲気で、楽しんで頂けた。

	1/1.2.3
	新年書き初め


	新年の目標を書き初めで（職員介助も含む）楽しめた。

次年度は趣向を変えて楽しみたい。

	2/4
	節分
	豆まきを実施し、季節感を感じていただけた。

	3/3
	桃の節句
	食事内容にプラスして季節感を楽しんでいただけた。


＊毎月、誕生日の利用者さんには、誕生日ケーキを提供し各ユニットで誕生日会を楽しんで頂く。又、カラオケ機材の新調により月一回程度のカラオケ大会も実施でき、楽しんでいただけた。

4.職員会議・研修

	会議名
	内容
	頻度
	参加者

	入所検討委員会
	新規申込の受入の可否検討
	随時
	施設長・各専門職

	ケアカンファレンス
	介護サービス提供にあたり職員間の情報共有・問題解決等の検討を行います。
	随時
	各専門職・居室担当

	ユニット会議
	施設内での問題共有・検討。
	随時
	施設長・各専門職

	全体会議
	施設全体での問題・課台共有
	月1回
	全員（夜勤以外）

	褥瘡予防委員会
	褥瘡予防の情報共有・検討
	月1回
	各専門職・担当委員

	安全対策委員会
	事故に関する問題共有・検討
	月1回
	各専門職・担当委員

	身体拘束委員会
	身体拘束の問題共有・検討
	月1回
	各専門職・担当委員

	感染予防委員会
	感染症に関する問題共有・検討
	月1回
	各専門職・担当委員

	給食会議
	献立・検食簿に関する問題共有・検討。季節メニューの検討。
	月1回
	委託事業者・施設長・各ユニット委員


	時期
	研修名
	研修内容

	4月
	介護職員基礎研修

新人職員研修
	社会人としてのマナーや、仕事への取り組み姿勢や介護スキルの習得。

	5月
	感染症予防研修
	疥癬についての基本知識習得。

	6月
	褥瘡予防研修

	褥創についての知識を学び、体位交換・洗浄方法についての認識。

	7月
	事故発生予防研修
	H28年度事故報告書を基に今年度の事故予防研修。

	9月
	看取り介護研修
避難訓練
	終末ケアの在り方・ステップを踏んでのケアの見直し方法等、看取りの流れを研修する。

	10月
	介護職員基礎研修

新人職員研修
	社会人としてのマナーや、仕事への取り組み姿勢や介護スキルの習得。

	11月
	感染予防研修
	ノロウイルス・インフルエンザ等の流行時期に向けて感染等の一連の知識の習得

	2月
	事故発生予防研修
	今年度の事故報告書を基に研修。

	3月
	褥瘡予防研修
避難訓練
	褥創についての知識を学び、体位交換・洗浄方法についての認識。


5.　予算に関する取り組み

　取り扱い物品・消耗品等の見直しを一昨年から定期的に行ってきた。適切な使用料を継続でき、全職員の意識も継続していきたい。また、物品破損においても、上記の物品同様、継続していく。

＊２月から新型コロナウイルスにより、自粛が継続している。今回改めて、衛生物品等の保管についても問題点（マスク・消毒液等の在庫不足）が出てきているので、早急に次年度に向け態勢も含め緊急課題として取り組んでいく。

グループホーム　すこやか

（認知症対応型共同生活介護・介護予防認知症対応型共同生活介護）

1.グループホームすこやかの取組
　要支援2及び要介護者で認知症の状態にあるものを共同生活住居において、家庭的な環境下で、入浴、排泄、食事等の介護や機能訓練を行うことにより、利用者がその能力に応じて自立した日常生活を営むことが出来るように援助することを第一の目標としてきました。しかし、利用者の要介護度が上がったり、グループホームでの生活維持が出来なくなったりしたため、４名の利用者が特別養護老人ホームすこやかへの入居となり、当初は2ユニット（1ユニット９名）で運営していたが、8月から１階の１ユニットでの運営となった。以上のことから、スタッフの移動等を考慮したが、一部のスタッフからの退職希望もあり、運営的には、１ユニット継続で今年度を終えた。
次年度に向けては、１ユニット再開を目指し、職員配置、利用者募集等を連動し行っていくこととする。

　また、新型コロナウイルスの流行により自粛活動となっているため、次年度に向け感染症対策にもより一層努力することとする。
2.日課（1日のスケジュール等）

	時　間
	項　目

	6時00分
	起床・更衣・整容

	7時00分
	朝食準備・朝食

	8時00分
	口腔ケア

	10時00分
	おやつ

	10時30分
	バイタルチェック・余暇活動

	11時30分
	昼食準備・昼食

	12時30分
	口腔ケア

	14時00分
	余暇活動・おやつ

	16時00分
	入浴

	17時00分
	夕食準備・夕食

	18時00分
	口腔ケア

	19時00分
	更衣・余暇活動

	21時00分
	利用者さんのリズムに合わせて消灯


具体的な取り組み内容

	項　目
	内　容

	起床
	利用者さんの生活リズムに合わせて起床を促せた。

	更衣・整容
	ご自身で選択できた。

	食事
	利用者さんの嗜好を考慮し、提供できた。

	おやつ
	嚥下機能低下にも対応しながら、配慮できた。

	入浴
	季節にあわせ入浴内容で喜んでいただけた。

	飲み物
	飲み物の種類を増やし、利用者さんの五感を刺激できた。

	余暇活動
	季節感のあるプログラムを提供できた。

	口腔ケア
	歯科医師・歯科衛生士より定期的に指導を受け、利用者さんの口腔内を清潔に保てるようできた。


3.施設行事

　季節ごとの行事を開催し、五感で楽しんで頂ける様努めます

	時期
	イベント
	内容等

	4/7

	お花見
家族会
	敷地内の桜を観賞し、春を感じて頂けた。
お花見を家族の方と共に食事を楽しんで頂けた。

	5/5
	端午の節句
	食事内容にプラスして季節感を楽しんで頂けた。

	6/7
	田植え見学
	外出（散歩）をしながら季節感を感じて頂けた。

	7/7
7/6
	七夕

夏祭り
家族会
	願いを短冊に書き、地域と連携し笹焼きに参加できた。

利用者・家族・地域住民参加で、ゲーム・模擬店・花火等を楽しんで頂けた。（家族さんと共に楽しんで頂けた。）

	9/15　
	敬老会
家族会
	ボランティアさんの慰問を受け入れ、家族さんとともに楽しんで頂けた。

	10/31　　
	地域交流会
	三田小学校との交流会ができ、利用者さんの沢山の笑顔が出てよかった。

	12/15
	クリスマス
家族会
	家庭にいるような雰囲気で、家族さんとクリスマスプレゼントも用意し楽しんで頂けた。

	1/10.11
	恵比寿詣で
	利用者さん全員で、地元の恵比寿詣でを楽しめた。

	2/4
	節分
	豆まきを実施し、季節感を感じて頂けた。

	3/3
	桃の節句
	食事内容にプラスして季節感を楽しんで頂。


4.職員会議・研修

	会議名
	内容
	頻度
	参加者

	入所検討委員会
	新規申込の受入の可否検討
	随時
	管理者・介護職

	ケアカンファレンス
	介護サービス提供にあたり職員間の情報共有・問題解決等の検討を行います。
	随時
	管理者・介護職

	ユニット会議
	施設内での問題共有・検討。
	随時
	管理者・介護職

	全体会議
	施設全体での問題・課台共有
	月1回
	全員

	安全対策委員会
	事故に関する問題共有・検討
	月1回
	管理者・介護職

	感染予防委員会
	感染症に関する問題共有・検討
	月1回
	管理者・介護職

	身体拘束・虐待防止委員会
	施設内での、虐待防止及び身体拘束廃止へ向けた検討。
	月1回
	管理者・介護職


	時期
	研修名
	研修内容

	4月
	介護職員基礎研修

新人職員研修
	社会人としてのマナーや、仕事への取り組み姿勢や介護スキルの習得。

	5月
	感染症予防研修
	疥癬についての基本知識習得。

	6月
	褥瘡予防研修
	褥創についての知識を学び、体位交換・洗浄方法についての認識。

	7月
	事故発生予防研修
	H28年度事故報告書を基に今年度の事故予防研修。

	9月
	看取り介護研修
避難訓練
	終末ケアの在り方・ステップを踏んでのケアの見直し方法等、看取りの流れを研修する。

	10月
	介護職員基礎研修

新人職員研修
	社会人としてのマナーや、仕事への取り組み姿勢や介護スキルの習得。

	11月
	感染予防研修
	ノロウイルス・インフルエンザ等の流行時期に向けて感染等の一連の知識の習得

	2月
	事故発生予防研修
	今年度の事故報告書を基に研修。

	3月
	褥瘡予防研修
避難訓練
	褥創についての知識を学び、体位交換・洗浄方法についての認識。


5.　予算に関する取り組み

　取り扱い物品・消耗品等の見直しを一昨年から定期的に行ってきた。適切な使用料を継続でき、全職員の意識も継続していきたい。また、物品破損においても、上記の物品同様、継続していく。

＊２月から新型コロナウイルスにより、自粛が継続している。今回改めて、衛生物品等の保管についても問題点（マスク・消毒液等の在庫不足）が出てきているので、早急に次年度に向け態勢も含め緊急課題として取り組んでいく。

三田デイサービス　すこやか
（地域密着型通所介護・介護予防通所介護・予防給付型通所サービス）

1.三田デイサービスセンターすこやかの取組み
　日常生活上のお世話又は支援、機能訓練等の介護その他必要な援助を行うことにより、利用者が可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、生活機能の維持又は向上を目指すとともに、利用者の社会的孤立感の解消及び利用者の家族の身体的、精神的負担の軽減を図ることとし、要介護者等となることの予防又はその状態の軽減若しくは悪化の防止に資するよう、その目標を設定し、計画的に通所介護を提供することを目標として行ってきました。
　しかしながら昨年度からの課題であった、利用者数が増加することなく、最終的に、利用者の入院等が続くに至り、サービス提供を中止せざるを得なくなった。最終利用が7月31日とし、8月1日からは休止とする判断となった。

　事業再開に向けては、課題が沢山あり、次年度以降に向け課題が解消できるよう誠意努力する。
2.事業所の営業日及び営業時間

　（1）営業日　　　　　　：月曜日から金曜日までとし、祝日も営業する。

　                    　　 ただし、12月29日から1月3日を除く。

　（2）営業時間　　　　　：8；30～17；30

　（3）サービス提供時間　

　　①地域密着型通所介護・介護予防通所介護・予防給付型通所サービス

　　　　9；15～16；00
3.日課（1日のスケジュール等）

	時　間
	項　目

	9時00分
	送迎開始・自宅へお迎え

	9時30分
	バイタルチェック

	10時00分
	入浴・水分補給

	11時00分
	余暇活動

	12時00分
	昼食・口腔ケア

	13時00分
	余暇活動・お昼寝

	14時00分
	余暇活動

	15時00分
	おやつ・水分補給

	16時00分
	送迎・自宅へお送り


具体的な取り組み内容

	項　目
	内　容

	送迎
	事故等なく、利用者さんに合わせた送迎ができた。

	バイタルチェック
	問題なく実施できた。

	食事
	自社運営を行い、利用者の方の声や職員の声を反映できるようにします。季節・行事毎にメニューを考案し、楽しんで頂ける様努めます。

	おやつ
	五感を楽しめるおやつの提供ができた。

	飲み物
	利用者の方に選んで頂けるメニューを用意できた。

	入浴
	季節に合わせて入浴内容を工夫できた。

利用者の方の身体状況にあわせ、一般浴、機械浴と快適に入浴して頂ける環境を作り出せた。

	余暇活動
	利用者の方の意欲や、好みに合わせ、参加できる趣味や娯楽を積極的に提供できた。


4.施設行事

　季節ごとの行事を開催し、五感で楽しんで頂ける様努めます

	時期
	イベント
	内容等

	4/1～5
	お花見週間
	敷地内の桜を観賞し、春を感じて頂けた。

	5/5
	端午の節句
	食事内容にプラスして季節感を楽しんで頂けた。

	6/7
	田植見学
	外出（散歩）をしながら季節感を感じて頂けた。

	7/7
	七夕
	願いを短冊に書き、地域と連携し笹焼きに参加できた。


5.職員会議・研修

	会議名
	内容
	頻度
	参加者

	ケアカンファレンス
	利用者さんの身体状況等の情報共有・検討
	随時
	全　員

	全体会議
	施設全体での問題・課台共有
	月1回
	全員

	デイミーティング
	事業所内での問題事項の共有及び検討
	月2回
	全員


	時期
	研修名
	研修内容

	4月
	介護職員基礎研修

新人職員研修
	社会人としてのマナーや、仕事への取り組み姿勢や介護スキルの習得。

	5月
	感染症予防研修
	疥癬についての基本知識習得。

	6月
	褥瘡予防研修
避難訓練
	褥創についての知識を学び、体位交換・洗浄方法についての認識。

	7月
	事故発生予防研修
	H28年度事故報告書を基に今年度の事故予防研修。

	9月
	看取り介護研修
	終末ケアの在り方・ステップを踏んでのケアの見直し方法等、看取りの流れを研修する。

	10月
	介護職員基礎研修

新人職員研修
	社会人としてのマナーや、仕事への取り組み姿勢や介護スキルの習得。

	11月
	感染予防研修
	ノロウイルス・インフルエンザ等の流行時期に向けて感染等の一連の知識の習得

	2月
	事故発生予防研修
	今年度の事故報告書を基に研修。

	3月
	褥瘡予防研修
	褥創についての知識を学び、体位交換・洗浄方法についての認識。


6.　予算に関する取り組み

　取り扱い物品・消耗品等の見直しを一昨年から定期的に行ってきた。適切な使用料を継続でき、全職員の意識も継続していきたい。また、物品破損においても、上記の物品同様、継続していく。
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